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９月定例会

畜産飼料高騰対策支援
4,200万円を含む補正を可決

●会期　９月11日～10月2日(22日間)

９月定例会議案採決（議案第６号。原案）

今回は
報告　　　　　２件
市長提出議案　17件
請願　　　　　２件

駅
前
顔
づ
く
り
施
設

修
正
動
議
を
提
出

　
発
議
者
＝
髙
橋
悦
郎
議
員
、
古
川
津

好
議
員
、
賛
成
者
＝
工
藤
直
道
議
員

　
（
仮
称
）
大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設

建
設
工
事
お
よ
び
（
仮
称
）
大
更
駅
前

顔
づ
く
り
施
設
建
設
工
事
監
理
業
務

に
係
る
債
務
負
担
行
為
補
正
に
つ
い

て
、
市
の
財
政
運
営
で
20
億
円
を
超
え

る
債
務
負
担
行
為
を
補
正
予
算
に
計

上
す
る
こ
と
は
異
例
で
あ
り
、
内
容
説

明
も
不
十
分
な
上
、
こ
の
事
業
の
最
大

の
目
的
で
あ
る
大
更
駅
周
辺
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
の
具
体
的
構
想
も
不
十
分

で
あ
る
。
ま
た
、
当
初
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
図
書
館
の
整
備
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急

激
に
進
展
し
て
い
る
中
、
そ
の
対
応
策

が
不
十
分
で
大
更
駅
前
に
移
転
す
る

根
拠
も
明
確
で
な
い
。
事
業
を
進
め
る

に
当
た
り
、
市
の
財
政
負
担
が
極
め
て

大
き
い
こ
と
、
そ
れ
に
よ
る
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
産
業

振
興
な
ど
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
当
該
工
事
お
よ
び
監
理
業

務
を
削
除
し
た
修
正
案
を
提
出
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
６
号
】　

令
和
５
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）に
対
す
る
修
正
動
議

【
反
対
討
論
】　
工
藤　
多
弘　
議
員

　
ま
ず
初
め
に
、
子
育
て
支
援
の
た
め

の
施
設
整
備
を
兼
ね
た
大
更
駅
前
顔
づ

く
り
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、
反
対
で

は
な
く
、
併
設
さ
れ
る
図
書
館
の
移
転

に
反
対
の
立
場
で
あ
る
。
各
地
の
図
書

館
で
は
、
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速

に
進
ん
で
お
り
、
ハ
ー
ド
の
建
物
よ
り
、

そ
ち
ら
の
ソ
フ
ト
の
対
応
を
急
い
で
進

め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、

市
立
図
書
館
が
大
更
駅
前
に
移
転
し
て

も
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
結
び
付
く
と

は
限
ら
な
い
。
何
よ
り
、
こ
の
事
業
を

こ
の
ま
ま
進
め
る
と
建
設
工
事
費
、
設

計
管
理
費
、
備
品
購
入
費
の
合
計
が
約

2４
億
円
で
あ
る
。
今
後
、
物
価
高
で
工

事
費
が
増
額
し
た
場
合
は
、
市
の
財
政

負
担
が
も
っ
と
大
き
く
な
る
事
が
懸
念

さ
れ
、
こ
の
影
響
に
よ
り
、
市
民
が
求

め
て
い
る
道
路
整
備
や
産
業
振
興
な
ど

へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、(

仮
称)

大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施

設
建
設
工
事
お
よ
び(

仮
称)

大
更
駅
前

顔
づ
く
り
施
設
建
設
工
事
監
理
業
務
の

債
務
負
担
行
為
補
正
を
追
加
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
反
対
で
あ
る
。

討
論（
令
和
５
年
度
八
幡
平

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）原
案
に
つ
い
て
）

当
該
施
設
の
使
用
は

で
き
な
い
と
判
断

　
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

　
産
業
民
生
常
任
委
員
会
で
は
詳
細
な

調
査
が
必
要
と
判
断
し
、
現
地
視
察
を

行
っ
た
結
果
、
当
該
施
設
の
屋
根
に
は

無
数
の
穴
が
開
き
、
窓
ガ
ラ
ス
や
壁
が

雪
に
圧
迫
さ
れ
破
損
し
て
い
る
危
険
な

箇
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
除
雪
も

ま
ま
な
ら
ず
、
冬
場
の
雪
害
が
深
刻
で

あ
る
。
ま
た
、
骨
組
み
の
鉄
骨
部
分
は

耐
用
性
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
修
繕
に
多

額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
な
お
、
当
該
施
設
は
取
り
壊
し
対

象
施
設
で
あ
る
た
め
、
市
で
は
修
繕
を

行
わ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
隣
接
す

る
旧
安
代
老
人
憩
の
家
は
廃
虚
と
な
っ

て
お
り
、
付
帯
施
設
と
し
て
の
当
該
施

設
も
市
の
計
画
に
基
づ
き
早
急
な
解
体

処
理
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
当
該
施
設
を
そ
の
ま
ま
市
民
に
貸

し
出
し
を
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
あ

り
、
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
と
い
う

観
点
か
ら
し
て
も
無
責
任
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
の
心

情
に
配
慮
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
施
設

の
使
用
は
で
き
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。

【
請
願
第
２
号
】　

旧
安
代
老
人
憩
の
家
屋
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
使
用
を
求
め
る
請
願

【
賛
成
討
論
】　
齊
藤　
隆
雄　
議
員

　

旧
安
代
老
人
憩
の
家
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
は
、
市
内
唯
一
の
冬
期
間
で

も
地
面
上
で
プ
レ
ー
で
き
る
貴
重
な
鉄

骨
構
造
の
施
設
で
あ
る
。
市
公
共
施
設

再
編
計
画
で
は
、
旧
安
代
老
人
憩
の
家

は
廃
止
、
併
設
の
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
は
廃
止
に
向
け
、
関
係
者
と
協
議
を

進
め
る
と
あ
る
。
確
か
に
老
人
憩
の
家

は
、
平
成
27
年
に
条
例
廃
止
と
な
っ
た

が
、
こ
の
廃
止
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
廃

止
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
当
該
施
設
は
市
の
了
解
の
下
、
令

和
４
年
ま
で
利
用
し
て
お
り
、
市
も
廃

止
の
認
識
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
、
健
康
づ
く
り
、

楽
し
み
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

請
願
は
利
用
者
か
ら
今
後
３
年
間
使

用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な
声

と
旧
安
代
町
の
首
長
を
含
む
、
１
０

０
名
の
賛
同
署
名
も
添
付
さ
れ
て
い

る
。
市
民
か
ら
議
会
へ
の
請
願
で
あ

り
、
議
会
の
真
価
も
問
わ
れ
て
い
る
。

使
用
を
認
め
る
べ
き
と
判
断
し
、
賛

成
討
論
と
す
る
。

討
論
（
旧
安
代
老
人
憩
の

家
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

の
使
用
を
求
め
る
請
願
）

全
会
一
致
で
新
た
な

人
権
擁
護
委
員
決
定

　
八
幡
平
市
の
区
域
に
お
け
る
人
権
擁

護
委
員
で
あ
る
遠
藤
友
子
氏
は
、
令
和 

５
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

す
る
た
め
、
新
た
に
松
浦
淳
二
氏
を
推

薦
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
１
号
】　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

３
億
１
８
７
９
万
円

増
額
の
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
８
７

９
万
９
千
円
を
増
額
し
、
総
額
１
９
１

億
８
５
５
２
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
西
根
総
合
支
所
移
転
先
改
修
工
事

　
４
８
０
０
万
円
（
増
額
）

▼
畜
産
飼
料
高
騰
対
策
支
援
補
助
金

　
４
２
０
０
万
円
（
増
額
）

　
債
務
負
担
行
為
補
正

▼
（
仮
称
）
大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設

　
建
設
工
事
（
６
年
度
～
７
年
度
）

　
19
億
９
８
０
０
万
円
（
追
加
）

【
議
案
第
６
号
】　

令
和
５
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

市
道
岩
屋
・
岩
木
線

改
良
の
請
願
を
採
択

　
現
在
の
市
道
岩
屋
・
岩
木
線
は
両
集

落
間
が
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
行
き
止

ま
り
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
接
続
道
路

の
設
置
を
お
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
（
請
願
者
＝
市
浅
沢
地
域
振
興
協

議
会
会
長
齋
藤
政
四
郎
）。

　

県
の
安
比
川
河
川
改
修
事
業
に
よ

る
管
理
用
道
路
計
画
に
、
市
道
幅
を

プ
ラ
ス
し
て
維
持
管
理
が
十
分
行
え

る
よ
う
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

ま
た
市
か
ら
も
本
計
画
が
早
期
着
工

さ
れ
る
よ
う
県
に
対
し
て
の
要
望
・

協
議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
請

願
い
た
し
ま
す
。

【
請
願
第
３
号
】　

市
道
岩
屋
・
岩
木
線
改
良
設

置
に
関
す
る
請
願
書

教
育
長
の
人
事
案
件

全
会
一
致
で
同
意

　
教
育
委
員
会
の
教
育
長
で
あ
る
星
俊

也
氏
は
、
令
和
５
年
11
月
1４
日
を
も
っ

て
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
再
び
同
人

を
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
17
号
】　

教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
任

命
に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

※債務負担行為とは、将来にわたる債務を負う契約を結ぶことです。

※修正動議とは、市が議会に提出した議案に対し、原案の内容の修正・変更を求めることです。
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決
算
特
別
委
員
会
の
主
な
質
疑
と
意
見

事
業
者
の
入
湯
税
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
何
ら

か
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

経
営
状
況
か
ら
、
支
払
い
が
困
難
な
状
況
が
続

い
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
県
の
滞
納
整
理

機
構
と
相
談
し
て
、
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
入
湯
税
は
、
利
用
者
か
ら

の
預
り
金
で
あ
る
た
め
、
確
実
に
納
入
す
る
よ

う
に
指
導
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て
、
市
有
財
産

整
備
基
金
を
利
用
し
、
解
体
を
大
幅
に
前
倒
し

し
て
は
ど
う
か
。

市
有
財
産
整
備
基
金
の
充
当
は
可
能
だ
が
、
優

先
順
位
を
決
め
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
計
画
に
基
づ
く
だ
け
で
は

な
く
、
優
先
度
を
含
め
、
そ
の
都
度
見
直
し
、

具
体
案
を
議
会
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

婦
人
消
防
協
力
隊
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
満
の

声
が
あ
る
が
、
把
握
し
て
い
る
か
。

任
命
が
強
制
的
で
あ
る
、
演
習
が
体
力
的
に
き

つ
い
、
報
酬
が
な
い
、
女
性
蔑
視
で
あ
る
な
ど

と
い
っ
た
声
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

今
後
、
対
策
を
考
え
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
自
主
防
災
の
意
識
の
向
上

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
（
男
女
格
差
）
が
な

い
組
織
の
構
築
を
望
む
。

西
根
・
松
尾
地
区
の
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
。

令和４年度各会計の決算額
会　計　名 歳入(収入) 歳出(支出)

一般会計 208億6,695万1,505円 202億2,5４8万7,055円

特
別
会
計

　国民健康保険 30億8,06４万3,3４9円 30億7,638万8,267円
　後期高齢者医療 3億1,209万2,131円 3億1,150万3,59４円
　小　　　　　計 33億9,273万5,４80円 33億8,789万1,861円

企
業
会
計

水道事業
収益的 5億3,77４万8,627円 ４億9,533万9,986円
資本的 1億9,932万7,235円 ４億9,４91万3,123円

下水道事業
収益的 11億４,073万3,222円 10億3,711万４,9４8円
資本的 ４億1,072万４,606円 8億5,12４万1,762円

病院事業
収益的 17億４,４67万　　106円 16億3,861万7,307円
資本的 2億3,706万8,000円 2億４,079万5,096円

４年度
決算

一般会計・特別会計合計で
236 億 1,338 万円を支出

ＱＡ

　税金がどのように使われたのか―令和４年度の決算は、９月15・19・20・21・
22・25・26・2８日の８日間、決算特別委員会を開催し、審査しました。同委員会
では一般会計と２特別会計、３企業会計を原案のとおり認定すべきものと決定。
第３回定例会最終日の10月２日に本会議で全ての決算が認定されました。

⇒

ＱＡ

⇒

ＱＡ

⇒

　　　　　　　　議 員 名　
　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ ９ 10 11 12 13 1４ 15 16 17 18

議決結果

外
山　
一
則
（
八　
起　
会
）

田
村　
正
元
（
八　
起　
会
）

齊
藤　
隆
雄
（
日
本
共
産
党
）

関　
　
治
人
（
八　
起　
会
）

羽
沢　
寿
隆
（
八　
起　
会
）

工
藤　
多
弘
（
松　
西　
会
）

勝
又　
安
正
（
八　
起　
会
）

北
口　
　
功
（
無　
会　
派
）

欠　
　
　
番

熊
澤　
　
博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

立
花　
安
文
（
八　
起　
会
）

渡
辺　
義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　
直
道
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

古
川　
津
好
（
松　
西　
会
）

髙
橋　
悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

髙
橋　
光
幸
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

井
上　
辰
男
（
八　
起　
会
）

工
藤　
隆
一
（
八　
起　
会
）

議　案
第６号

（修正案）

令和５年度八幡平市
一般会計補正予算

（第４号）
● ● ○ ● ● ○ ● ● 欠

席 ● ● ○ ○ ○ ● ● ー 修正案否決

議　案
第６号

（原案）

令和５年度八幡平市
一般会計補正予算

（第４号）
○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ 欠

席 ○ ○ ● ● ● ○ ○ ー 原案可決

議　案
第11号

令和４年度八幡平市
一般会計歳入歳出決
算認定について

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ー 認　　定

請　願
第２号

旧安代老人憩の家　
屋内ゲートボール場
の使用を求める請願

● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ー 不  採  択

※賛成＝○、反対＝●　工藤隆一議長は採決に加わりません

令和５年第３回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

【
賛
成
討
論
】　
田
村　
正
元　
議
員

　
賛
成
理
由
と
し
て
、
一
般
会
計
予
算

額
２
１
５
億
４
千
万
円
、
歳
入
決
算
額

２
０
８
億
６
千
万
円
で
収
入
率
96
・

９
％
、
歳
出
決
算
額
は
、
２
０
２
億
２

千
万
円
、
執
行
率
93
・
９
％
、
財
政
状

況
は
各
財
政
指
数
の
数
値
か
ら
、
お
お

む
ね
良
好
な
状
況
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。
各
事
業
と
も
第
２
次
八
幡
平
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
時

世
に
応
じ
た
修
正
を
加
え
適
切
に
執
行

さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
歳
入
の
市
税

の
収
入
率
は
89
・
６
％
と
低
下
が
問
題

視
さ
れ
る
が
、
適
切
な
徴
収
計
画
を
示

し
て
お
り
、
改
善
す
る
こ
と
を
評
価
す

る
。
歳
出
は
、
各
事
業
と
も
本
決
算
特

別
委
員
会
で
、
内
容
に
つ
い
て
精
査
し

た
こ
と
も
踏
ま
え
、
市
民
生
活
に
寄
与

で
き
る
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
大
更
駅
前
開
発
や
学
校

再
編
計
画
な
ど
、
今
後
の
市
民
生
活
に

影
響
を
与
え
る
事
業
が
あ
る
た
め
、
よ

り
一
層
、
施
策
の
精
査
を
適
切
に
行
い
、

市
の
均
衡
あ
る
発
展
に
努
め
る
こ
と
を

期
待
し
、
本
決
算
内
容
が
総
合
的
、
包

括
的
に
適
正
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

討
論
（
令
和
４
年
度
八
幡
平
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
）

【
反
対
討
論
】　
髙
橋　
悦
郎　
議
員

　
反
対
の
主
な
理
由
は
、
大
更
駅
前
顔

づ
く
り
施
設
実
施
設
計
委
託
料
、
１
億

３
９
０
０
万
円
が
令
和
４
年
度
予
算
に

計
上
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
決
算
議

会
で
の
議
論
の
中
で
、
施
設
建
設
の
目

的
と
そ
の
効
果
が
明
確
に
示
さ
れ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
施
設
を
建
設
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
市
の
財
政
運
営
が

硬
直
化
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
の
施
設
建
設
で
は
、
国
の
補
助

金
や
交
付
金
が
該
当
し
な
い
と
の
説
明

で
あ
っ
た
。
主
な
財
源
は
、
基
金
と
元

利
償
還
時
の
地
方
交
付
税
算
入
率
30
％

で
あ
る
市
の
負
担
が
大
き
い
起
債
を
使

う
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
自
治
体

の
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
表
す
指
標
に
、

経
常
収
支
比
率
が
あ
る
が
、
70
％
か
ら

80
％
が
理
想
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
当

市
の
令
和
４
年
度
は
97
・
６
％
で
自
由

に
使
え
る
一
般
財
源
は
大
き
く
減
少
し

て
い
る
。
こ
の
状
況
の
中
で
「
大
更
駅

前
顔
づ
く
り
施
設
」
の
建
設
を
進
め
て

い
け
ば
、
市
民
生
活
に
必
要
な
予
算
配

分
が
で
き
な
く
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

Ｑ



一 般
質 問

07 №73 06№73

都
市
計
画
道
路
大
更
駅
前
線
土
地
区
画
整
理
事

業
用
地
土
壌
改
良
業
務
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

跡
地
の
土
壌
改
良
と
聞
い
た
が
、
工
事
内
容
は
。

地
下
水
を
く
み
上
げ
て
酸
化
さ
せ
、
活
性
炭
に

有
害
物
質
を
吸
着
す
る
と
い
う
処
理
で
あ
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
多
額
の
費
用
を
要
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
い
つ
ま
で
か
か
る
か
、
ど
れ
く

ら
い
土
壌
汚
染
の
影
響
が
あ
る
か
な
ど
、
議
会

で
詳
細
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
住
民
説
明
会
も
必
要
で
は
な
い
か
。

年
間
11
頭
上
限
と
い
う
当
市
の
熊
の
駆
除
頭
数

は
県
が
決
定
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
決
め
方
は
。

県
へ
問
い
合
わ
せ
た
が
、
公
開
し
て
い
な
い
と

の
回
答
だ
っ
た
。
山
林
の
面
積
を
参
考
に
決
め

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
熊
の
被
害
が
多
く
見
受
け

ら
れ
て
い
る
。
市
民
か
ら
不
安
の
声
も
あ
る
た

め
、
熊
の
駆
除
頭
数
の
上
限
を
も
っ
と
引
き
上

げ
る
よ
う
に
県
へ
要
望
し
て
ほ
し
い
。

た
め
池
に
つ
い
て
、
用
途
廃
止
に
よ
り
市
に
移

転
登
記
さ
れ
る
よ
う
な
箇
所
は
あ
る
か
。

た
め
池
に
は
、
農
業
用
水
の
供
給
の
目
的
の
た

め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
供
給
の
役
割

を
終
え
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
。
た
め
池
ご
と

に
今
後
の
見
通
し
を
立
て
、
必
要
な
も
の
は
、

機
能
強
化
を
し
、
役
割
を
終
え
た
も
の
は
、
用

途
廃
止
と
判
断
し
て
い
く
。

【
委
員
会
の
意
見
】
た
め
池
の
ほ
と
ん
ど
は
、

役
割
を
終
え
た
も
の
と
し
て
廃
止
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
廃
止
し
た
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

ＱＡ

⇒

ＱＡ
⇒

ＱＡ

⇒

統合が慎重に検討されている西根地区の２校
（上：西根第一中学校　下：西根中学校）

統
合
検
討
委
員
会
を
今
年
の
８
月
上
旬
に
開
催

し
、
配
置
計
画
の
内
容
と
方
向
性
の
説
明
を

行
っ
た
。
統
合
校
の
建
設
場
所
の
具
体
的
な
要

件
は
10
月
中
に
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た

年
度
末
に
予
定
し
て
い
る
委
員
会
で
具
体
的
な

建
設
場
所
ま
で
決
め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
統
合
校
建
設
に
よ
り
、
３

校
（
西
根
中
、
西
根
第
一
中
、
松
尾
中
）
が
空

き
施
設
に
な
る
こ
と
か
ら
、
解
体
費
用
も
考
慮

し
、
総
合
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

今
の
図
書
館
は
、
障
が
い
が
あ
る
な
ど
体
の
不

自
由
な
方
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。

障
が
い
が
あ
る
方
が
利
用
し
や
す
い
施
設
整
備

は
、
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
障
が
い
が
あ
る
方
も
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
対
応
し
た
図
書
館
に
す
る
べ

き
で
あ
る
。

Ａ

⇒

ＱＡ

⇒

多くの児童が集う大更学童保育クラブ

市
独
自
の
帯
状
疱ほ
う
疹し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
に
つ

い
て
、
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

国
で
は
、
定
期
接
種
化
の
議
論
を
し
て
い
る
。

今
後
、
情
報
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。
市
独
自

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
な
い
。

【
委
員
会
の
意
見
】
命
に
関
わ
る
場
合
も
あ
る

の
で
、
早
期
に
助
成
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

昨
年
度
、
大
更
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
で
定
員
以
上

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
入
所
で
き
な
い
児
童
が

い
た
と
聞
い
た
。
状
況
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

大
更
学
童
お
よ
び
大
更
第
二
学
童
で
定
員
を
上

回
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
は
聞
い
て
い
る
。

入
所
で
き
な
か
っ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
大
更

小
学
校
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
、
空
き

の
あ
る
東
大
更
学
童
で
対
応
し
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
近
隣
施
設
の
活
用
を
し
、

大
更
学
童
保
育
の
定
員
を
増
や
す
検
討
を
す
る

べ
き
で
あ
る
。

Ａ

⇒

ＱＡ

⇒

Ｑ

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

問　

大
更
コ
ミ
セ
ン
主
催
の

「
住
民
と
市
議
会
議
員
の
フ

リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
」
が
８
月
４

日
開
催
さ
れ
、
市
民
４5
人
、
地

区
議
員
５
人
が
出
席
し
た
。「
市

民
憲
章
や
市
民
歌
を
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
し
て
市
民
、
行
政

一
体
で
活
動
を
強
化
し
て
は
ど

う
か
」
な
ど
の
提
言
が
あ
っ
た
。

市
長　
市
民
憲
章
は
八
幡
平
市

の
歴
史
や
風
土
を
踏
ま
え
、
平

成
18
年
11
月
３
日
に
制
定
。
市

民
の
郷
土
愛
の
醸
成
と
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
加
意
欲
を
促
し
、

全
市
民
が
将
来
像
「
農み
の
りと

輝ひ
か
りの

大
地
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。
市
民
憲
章
唱
和
運
動
や
市

民
歌
斉
唱
の
啓
発
に
努
め
る
。

問　
社
会
科
副
読
本
に
市
民
憲

章
と
市
民
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
唱
和
や
合
唱
の
指
導
、
校

舎
内
に
看
板
設
置
の
考
え
は
。

教
育
長　
児
童
生
徒
が
市
民
憲

章
や
市
民
歌
を
学
び
地
域
に
対

す
る
理
解
や
愛
着
を
持
つ
よ
う

育
成
に
努
力
す
る
。
今
後
、
全

校
に
看
板
掲
示
を
進
め
た
い
。

八
幡
平
旅
情
を
歌
う

問　
星
野
哲
郎
さ
ん
作
曲
、
民

謡
日
本
一
の
漆
原
栄
美
子
さ
ん

が
歌
う
旧
松
尾
村
ご
当
地
ソ
ン

グ
「
八
幡
平
旅
情
」
の
啓
発
は
。

市
長　
市
ふ
る
さ
と
大
使
の
漆

原
さ
ん
が
、
市
・
県
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
で
広
く
紹
介
し
て
い
る
。

ミ
ニ
鳥
居
の
監
視
力

問　
国
道
２
８
２
号
安
代
地
区

の
ご
み
不
法
投
棄
の
現
場
に
ミ

ニ
鳥
居
が
数
基
設
置
さ
れ
た
。

現
在
、
ご
み
は
皆
無
で
あ
る
。

市
長　

不
法
投
棄
者
の
心
理
的

効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
効
果
が

あ
る
。取
り
組
み
の
参
考
に
す
る
。

み
ん
な
で
唱
え
る
市
民
憲
章

行
政
・
市
民
一
体
で
進
め
る

八幡平市市民憲章（田頭コミセン）

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

　

質問した事項
渡辺　義光 議員 (市民クラブ)……07
　・市民憲章唱和と市民歌斉唱の啓発と実践
　　について
　・八幡平旅情の普及とＰＲ活動について
　・ごみの不法投棄禁止のミニ鳥居とのぼり
　　旗の効用について

工藤　直道 議員 (自由クラブ)……0８
　・大更駅周辺及び隣接地域のまちづくり環
　　境整備について
　・学校給食費の負担軽減について
　・雨水等災害時の避難対策について

羽沢　寿隆 議員 （八起会)…………0８
　・コロナ禍脱却後における観光資源の活用
　　と商工業振興対策について

外山　一則 議員 （八起会)…………09
　・今後の盛岡広域連携について
　・にぎわい創出のイベントについて
　・第一次産業の所得向上について

井上　辰男 議員 （八起会)…………10
　・里山の荒廃による課題と対策について

古川　津好 議員 (松西会)…………10
　・公共施設再編計画について

・敬老会について

熊澤　　博 議員 (自由クラブ)……11
　・酪農・畜産の経営危機への対応について
　・就学援助の在り方について

工藤　多弘 議員 (松西会)…………12
　・（仮称）大更駅前顔づくり施設および大更
　　駅周辺開発について

・営農振興支援について

齊藤　隆雄 議員 (日本共産党)……12
　・敬老事業について
　・鳥獣対策について
　・ごみ処理広域化とごみの分別･減量
　　について

髙橋　悦郎 議員 (日本共産党)……13
　・大更駅前周辺開発について
　・介護保険について



一 般 質 問

09 №73 08№73

一 般 質 問

羽
は ざ わ

沢寿
ひさたか

隆 議員
（八起会）

外
そとやま

山一
かずのり

則 議員
（八起会）

工
く ど う

藤直
なおみち

道 議員
（自由クラブ）

問　
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
が
赤
字
続
き

で
存
続
の
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。

荒
屋
新
町
駅
の
扇
形
機
関
庫
と

転
車
台
は
、
現
存
す
る
貴
重
な

鉄
道
遺
産
で
も
あ
る
。
観
光
に

役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
Ｊ
Ｒ
と

協
議
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

市
長　
Ｊ
Ｒ
が
令
和
３
年
に
観

光
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
大
盛
況

で
あ
っ
た
が
、
経
費
が
か
か
り
、

そ
の
後
は
行
っ
て
い
な
い
。
引

き
続
き
協
議
を
続
け
て
い
く
。

観
光
復
活
の
見
通
し

問　
コ
ロ
ナ
禍
も
明
け
、
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
観
光
立
市
を
目

指
し
て
い
く
上
で
の
戦
略
的
か

つ
効
果
的
な
施
策
は
。

市
長　
第
４
期
八
幡
平
市
観
光

振
興
計
画
に
基
づ
き
９
の
施
策

と
18
の
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

問　
大
更
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
を

創
出
を
す
る
た
め
に
、
コ
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
で
飲
食
街
を
作
っ
て
は
ど

う
か
。
土
地
付
き
の
店
舗
出
店

よ
り
は
参
入
し
や
す
い
の
で
は
。

市
長　
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を

打
ち
出
し
、
令
和
６
年
か
ら
分

譲
を
予
定
し
て
い
る
。
説
明
会

を
開
く
な
ど
出
店
者
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
対
処
す
る
。

商
工
振
興
条
例
制
定

問　
全
国
半
数
近
く
の
自
治
体

に
お
い
て
商
業
振
興
条
例
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
連
続
性
を
担

保
す
る
上
で
も
検
討
し
て
は
。

市
長　
今
ま
で
も
商
工
業
振
興

に
は
手
厚
く
支
援
し
て
き
た
。

そ
の
時
々
の
財
政
的
状
況
か
ら

も
鑑
み
る
と
、
義
務
的
な
制
約

の
な
い
倫
理
的
な
も
の
で
議
会

側
で
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
農
家
を
救
済
す
る
た
め
の

支
援
を
県
や
国
に
早
急
に
求
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
要
望
は

上
げ
て
い
る
の
か
。

市
長　
当
市
単
独
で
は
、
畑
地

化
交
付
金
の
財
源
確
保
な
ど
は

政
党
要
望
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

現
状
で
の
大
き
な
問
題
に
関
し

て
は
岩
手
県
市
長
会
と
し
て
、

県
内
1４
市
の
総
意
の
も
と
に
昨

年
度
か
ら
県
市
長
会
要
望
と
し

て
取
り
ま
と
め
て
、
国
や
県
に

要
望
を
上
げ
て
い
る
。

問　
農
業
者
が
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
提
供
事
業
者
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
は
、
所
得
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
今

後
、
農
産
物
の
返
礼
品
開
拓
の

た
め
の
勉
強
会
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　
農
産
物
返
礼
品
拡
大
が

課
題
で
あ
る
。
勉
強
会
な
ど
も

検
討
し
な
が
ら
返
礼
品
提
供
事

業
者
の
開
拓
に
一
層
取
り
組
む
。

問　
地
域
商
社
の
よ
う
な
、
当

市
の
農
産
物
を
市
内
外
に
売
る

体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長　
地
域
商
社
的
な
役
割
の

立
ち
上
げ
は
喫
緊
の
課
題
。
金

融
機
関
な
ど
と
も
協
議
を
し
な

が
ら
、
窓
口
の
一
本
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

八
幡
平
ふ
る
さ
と　

花
火
ま
つ
り
会
場

問　
会
場
を
西
根
、
松
尾
、
安

代
の
各
地
区
持
ち
回
り
開
催
は

で
き
な
い
の
か
。

市
長　
周
辺
道
路
へ
の
影
響
、

駐
車
場
の
収
容
台
数
の
確
保
、

飲
食
屋
台
や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

現
在
の
松
尾
総
合
運
動
公
園
が

最
適
で
あ
り
、
持
ち
回
り
開
催

は
難
し
い
と
捉
え
て
い
る
。

問　
駅
東
地
区
整
備
計
画
案
で

は
、
文
化
施
設
の
集
積
方
針
が

あ
っ
た
が
検
討
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、

当
初
の
計
画
地
が
市
立
病
院
の

駐
車
場
と
な
り
、
用
地
が
残
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
八
幡

平
市
文
化
芸
術
推
進
計
画
を
策

定
し
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面

の
施
策
を
審
議
す
る
。

問　
住
宅
団
地
、
公
園
の
配
置

計
画
に
変
更
は
な
い
の
か
。

市
長　
民
間
活
力
を
導
入
し
た

住
環
境
整
備
計
画
で
あ
る
。
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し
に
お
い
て
検
討
す
る
。

問　
市
道
松
子
線
道
路
整
備
と

松
子
踏
切
拡
幅
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長　
周
辺
に
住
宅
な
ど

も
建
ち
、
交
通
量
も
増
え
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
後
藤
川

ほ
場
整
備
に
係
る
森
子
踏
切
の

新
設
を
優
先
し
て
概
略
設
計
を

行
い
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
い
く
。

給
食
費
の
負
担
軽
減

問　
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
保

護
者
の
負
担
軽
減
と
子
育
て
環

境
充
実
が
重
要
と
考
え
る
。
多

く
の
自
治
体
で
は
地
方
臨
時
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
学
校
給
食

費
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
る
が
。

教
育
長　
物
価
上
昇
に
よ
る
増

額
分
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
負

担
は
考
え
て
い
な
い
。
市
が
負

担
し
、
支
援
を
図
っ
て
い
る
。

災
害
時
の
避
難
対
策

問　
災
害
時
に
自
力
で
避
難
が

難
し
い
高
齢
者
な
ど
の
個
別
避

難
計
画
の
作
成
状
況
は
。

市
長　
避
難
行
動
要
支
援
者
数

は
、
令
和
5
年
7
月
末
市
全
体

で
３
０
５
１
名
、
作
成
数
は
大

更
地
域
で
１
６
３
件
で
あ
る
。

大
更
駅
周
辺
の
未
着
手
事
業

財
源
確
保
に
努
め
整
備
推
進

大更駅東地区の事業計画予定地

貴
重
な
鉄
道
資
源
の
活
用
は

旅
行
商
品
の
造
成
に
努
め
る

荒屋新町駅扇形機関庫と転車台

農
業
者
の
現
状
打
破
へ
英
知

情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
対
応

厳しさが増す農業経営

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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一 般 質 問

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員
（八起会）

古
ふるかわ

川津
つ よ し

好 議員
（松西会）

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

問　
市
の
公
共
施
設
再
編
計
画

で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
旧
田
山

中
学
校
な
ど
の
廃
止
対
象
施
設

の
解
体
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　
総
合
計
画
の
３
年
ご
と

の
実
施
計
画
で
、
施
設
の
経
過

年
数
や
危
険
度
な
ど
を
勘
案
し

て
計
画
的
に
解
体
し
た
い
。

問　
ご
み
の
広
域
処
理
化
に
よ

り
、
将
来
市
内
に
２
つ
の
稼
働

し
な
い
焼
却
場
を
持
つ
こ
と
に

な
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題
も

あ
る
が
、
早
く
解
体
を
進
め
る

べ
き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

市
長　
早
い
時
期
に
解
体
す
れ

ば
廉
価
に
済
ん
だ
が
、
現
在
は

解
体
費
が
高
額
と
な
っ
て
い
る
。

盛
岡
広
域
で
の
稼
働
ま
で
10
年

以
上
の
時
間
が
あ
る
の
で
、
早

い
段
階
で
取
り
壊
し
た
い
。

問　
閉
鎖
通
知
を
出
し
た
安
代

の
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
あ

と
３
年
使
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と

の
請
願
に
か
つ
て
町
長
を
務
め

ら
れ
た
方
も
連
署
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
方
の
思
い
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

市
長　
そ
の
方
の
肩
書
と
い
う

よ
り
も
、
署
名
さ
れ
た
方
々
を

等
し
く
見
た
い
。

問　
市
内
に
は
、
も
っ
と
危
険

な
建
物
、
老
朽
化
し
た
学
校
、

環
境
問
題
に
も
関
わ
る
ご
み
焼

却
場
な
ど
急
い
で
解
体
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
施
設
が
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
危
険
性
の
低
い
屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
急
い
で

解
体
す
る
方
向
で
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

市
長　
昨
年
の
10
月
、
請
願
の

前
に
解
体
の
実
施
設
計
を
予
算

化
し
て
お
り
、
急
い
で
決
め
た

も
の
で
は
な
い
。

問　
和
牛
の
子
牛
は
１
頭
売
る

た
び
に
20
万
円
の
赤
字
で
あ
る
。

６
月
分
の
乳
価
は
１
２
３
円
で
、

生
乳
１
㌔
㌘
当
た
り
30
円
の
赤

字
で
あ
る
。
生
産
費
は
高
騰
を

続
け
て
お
り
、
国
へ
支
援
の
要

請
が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長　

経
費
な
ど
が
上

が
っ
て
い
る
状
況
は
承
知
し
て

い
る
。
国
、
県
な
ど
に
要
望
す

る
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

市
長　
新
岩
手
農
協
が
指
定
管

理
者
で
、
８
名
の
職
員
体
制
で

運
営
し
て
い
る
。
肉
牛
が
１
４

２
頭
、
乳
牛
は
96
頭
で
計
２
３

８
頭
と
な
っ
て
い
る
。
本
年
度

末
の
預
託
数
は
、
肉
牛
３
１
８

頭
、
乳
牛
２
０
１
頭
の
５
１
９

頭
を
目
標
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
牛
の
尻
尾
の
毛
根
検
査
に

よ
る
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
で
、
将

来
の
能
力
が
判
明
す
る
。
市
の

助
成
で
普
及
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

農
林
課
長　
酪
農
・
畜
産
の
振

興
の
た
め
、
支
援
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　
和
牛
子
牛
の
補
給
金
制
度

や
和
牛
生
産
者
臨
時
経
営
支
援

事
業
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
価
格

が
全
国
平
均
を
下
回
っ
た
場
合
、

差
額
の
４
分
の
３
を
補ほ

填て
ん

し
支

援
す
る
よ
う
だ
が
。

農
林
課
長　
そ
れ
ぞ
れ
55
万
6

千
円
、
60
万
円
を
下
回
っ
た
場

合
、
別
枠
で
の
対
策
を
国
が
行

う
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

給
食
等
の
負
担
軽
減

問　
児
童
生
徒
を
持
つ
経
営
危

機
に
瀕
す
る
農
家
へ
の
就
学
援

助
制
度
の
周
知
徹
底
は
。

教
育
総
務
課
長　
学
校
を
通
じ

た
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
里
山
は
、
古
く
か
ら
日
常

的
に
人
が
立
ち
入
り
、
植
林
と

除
間
伐
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
採
り

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
に

よ
り
緩
衝
帯
と
な
り
、
野
生
動

物
も
人
里
に
降
り
て
こ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
管
理
さ
れ
た
里
山

に
は
多
種
多
様
な
草
花
が
咲
き
、

昆
虫
採
集
な
ど
、
子
ど
も
の
遊

び
場
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

近
年
、
里
山
の
荒
廃
に
よ
り
野

生
動
物
が
人
里
に
接
近
す
る
機

会
が
増
え
、
農
作
物
や
人
身
被

害
も
増
え
て
い
る
。
放
置
さ
れ

た
里
山
は
、
日
光
も
届
か
ず
希

少
な
山
野
草
も
育
た
な
い
。
土

壌
の
保
水
能
力
も
低
下
し
、
災

害
が
起
き
や
す
く
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
見
通
し
が
悪
く
、
人

の
目
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
た

里
山
に
は
、
ご
み
な
ど
の
不
法

投
棄
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

市
長　
耕
作
放
棄
地
の
伐
採
や

刈
払
い
を
行
い
、
明
る
く
見
通

し
の
よ
い
空
間
づ
く
り
が
鳥
獣

と
す
み
分
け
ら
れ
、
有
害
鳥
獣

の
出
没
や
農
林
業
へ
の
被
害
防

止
も
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
周

辺
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
る
。

農
林
課
長　
熊
の
捕
獲
頭
数
は
、

４
年
度
は
11
頭
、
本
年
度
は
1４

頭
で
、
現
在
イ
ノ
シ
シ
も
15
件

目
撃
情
報
が
あ
り
、
農
作
物
被

害
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

教
育
長　
里
山
教
育
に
つ
い
て

は
、
意
図
的
、
計
画
的
に
組
み

込
み
な
が
ら
小
・
中
学
校
生
活

の
中
で
自
然
に
親
し
み
、
八
幡

平
の
良
さ
を
十
分
に
味
わ
い
、

環
境
に
対
す
る
意
識
も
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
教
育

活
動
が
こ
れ
か
ら
、
ま
さ
に
必

要
に
な
る
。

里
山
の
荒
廃
が
及
ぼ
す
影
響

周
辺
環
境
の
改
善
が
重
要

な
ぜ
解
体
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

請
願
前
か
ら
解
体
予
算
措
置

繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
の
利
用

預
託
牛
の
頭
数
は
２
３
８
頭

明るい里山「平舘ひょうたん池」解体が急がれる焼却場などの建物生みの親より育ての親

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

齊
さいとう

藤隆
た か お

雄 議員
（日本共産党）

一 般 質 問 一 般 質 問

問　
今
年
の
被
害
状
況
を
伺
う
。

市
長　
通
報
件
数
は
、
昨
年
の

２
・
１
倍
で
２
２
１
件
で
あ
る
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
人
身
被
害
が

最
新
で
４
件
、
農
作
物
被
害
が

30
件
、
イ
ノ
シ
シ
の
農
作
物
被

害
が
13
件
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

問　
市
内
の
鳥
獣
の
個
体
数
は

把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

市
長　
県
で
は
、
推
定
個
体
数

を
管
理
計
画
に
明
示
し
て
お
り

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
県
内
約
３
７
０

０
頭
、
シ
カ
は
10
万
頭
、
イ
ノ

シ
シ
の
生
息
頭
数
は
不
明
で
あ

る
。
市
内
の
野
生
鳥
獣
に
つ
い

て
は
、
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問　
被
害
防
止
へ
の
今
後
の
対

策
を
伺
う
。

市
長　
有
害
鳥
獣
捕
獲
業
務
は

市
猟
友
会
へ
委
託
し
て
い
る
。

農
畜
産
物
な
ど
被
害
防
止
電
気

柵
設
置
へ
の
補
助
や
市
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
の
隊
員
確
保
の

た
め
、
狩
猟
免
許
の
新
規
取
得

費
補
助
金
を
継
続
し
、
人
身
被

害
の
防
止
、
農
林
業
被
害
の
減

少
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ご
み
減
量
の
重
要
性

と
成
果
の
掲
載

問　
ご
み
の
減
量
の
取
り
組
み

や
成
果
な
ど
を
広
報
な
ど
で
紹

介
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
令
和
４
年
度
１
人
１
日

当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
が
県

内
市
町
村
で
最
も
多
く
な
っ
て

い
る
。
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
の

活
用
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の

制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声

を
広
く
聞
き
、
市
の
事
業
に
反

映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
令
和
４

年
度
か
ら
開
始
し
た
。
ご
み
減

量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
意

識
、
問
題
点
を
整
理
し
て
、
今

後
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

問　
多
額
の
税
金
を
投
入
し
施

設
を
造
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

「
市
民
が
納
得
で
き
る
理
由
」

と
施
設
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り

大
更
駅
前
が
に
ぎ
わ
う
根
拠
は
。

市
長　
市
民
の
た
め
の
施
設
で

あ
る
が
、
市
外
か
ら
も
多
く
の

人
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
に
ぎ
わ
い
創
出
が
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
利
益
が
出
て
く
る
。

問　
前
回
の
教
育
長
答
弁
で
新

図
書
館
は
大
更
小
、
西
根
中
の

児
童
生
徒
が
帰
り
に
寄
り
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
喜
び
で
あ

る
と
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
安
代

方
面
で
花
輪
線
を
利
用
す
る
場

合
、
荒
屋
新
町
か
ら
片
道
４0
分
、

運
賃
５
９
０
円
、
本
数
も
少
な

い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
現
図

書
館
を
充
実
す
る
べ
き
で
は
。

教
育
総
務
課
長　
新
図
書
館
に

な
っ
た
場
合
、
今
よ
り
不
平
等

に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

駅
を
利
用
す
れ
ば
、
本
数
は
少

な
い
が
今
よ
り
も
遠
隔
の
場
所

に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
も

利
用
し
や
す
く
な
る
と
思
う
。

営
農
振
興
支
援
策
は

問　
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
に

対
す
る
市
独
自
の
支
援
対
策
は
。

市
長　
現
段
階
で
は
市
独
自
の

事
業
は
な
い
。
国
や
県
の
動
き

を
注
視
し
な
が
ら
農
業
経
営
の

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
担
い
手
の
確
保
、
後
継
者

不
足
解
消
の
対
応
策
を
伺
う
。

市
長　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談

受
付
で
き
る
就
農
相
談
会
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
国
の
補
助

要
件
に
合
わ
な
い
経
営
継
承
の

方
に
対
し
て
は
、
市
が
支
援
す

る
方
向
で
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
検
討
す
る
。

市
民
が
納
得
で
き
る
理
由
は

市
外
か
ら
も
多
く
人
が
来
る

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
状
況

熊
の
人
身
被
害
が
４
件
発
生

( 仮称 ) 大更駅前顔づくり施設予定地鳥獣対策用ドラム式箱罠

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

問　
大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設

の
利
用
者
見
込
み
数
に
つ
い
て

伺
う
。
こ
の
施
設
に
市
立
図
書

館
も
移
転
新
設
す
る
計
画
で
あ

る
が
、
新
図
書
館
の
利
用
者
見

込
み
数
を
、
年
間
２
万
人
と
説

明
さ
れ
た
。
現
在
の
市
立
図
書

館
の
コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成
30
年

や
令
和
元
年
の
利
用
者
数
は
２

万
人
を
超
え
て
お
り
、
新
図
書

館
の
床
面
積
な
ど
が
増
え
て
も
、

数
十
億
円
投
資
す
る
費
用
対
効

果
が
見
込
め
な
い
こ
と
に
な
る
。

教
育
総
務
課
長　
「
顔
づ
く
り

施
設
」
へ
移
転
す
る
新
図
書
館

は
、
利
用
環
境
の
改
善
を
何
よ

り
大
切
に
考
え
て
い
る
。

問　
こ
の
施
設
の
子
育
て
支
援

エ
リ
ア
の
平
日
１
日
当
た
り
の

利
用
者
見
込
み
数
は
。

地
域
福
祉
課
長　
利
用
者
数
の

目
標
は
10
名
、
そ
の
他
に
イ
ベ

ン
ト
広
場
の
利
用
者
数
が
５
名
。

合
わ
せ
て
１
日
平
均
15
名
程
度

と
し
て
い
る
。

問　
現
在
大
更
駅
前
に
、
在
宅

で
保
育
し
て
い
る
方
た
ち
が
利

用
す
る
「
た
か
ら
っ
こ
広
場
」

が
あ
る
。
こ
の
施
設
の
利
用
者

が
「
顔
づ
く
り
施
設
」
の
子
育

て
支
援
エ
リ
ア
を
利
用
す
る
と

思
わ
れ
る
。
今
の
利
用
者
数
は
。

地
域
福
祉
課
長　
今
年
４
月
か

ら
８
月
ま
で
、
大
人
と
児
童
を

合
わ
せ
て
５
５
９
人
で
あ
る
。

問　
「
た
か
ら
っ
こ
広
場
」
の

利
用
者
は
、
１
日
５
人
か
ら
６

人
程
度
に
な
る
。
現
在
の
施
設

で
も
十
分
対
応
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
新
し
い
施
設
が
必
要

な
理
由
に
な
る
の
か
。

地
域
福
祉
課
長　
「
顔
づ
く
り

施
設
」に
は
、新
し
く
乳
児
コ
ー

ナ
ー
も
整
備
す
る
。
ゼ
ロ
歳
か

ら
利
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
。

新
図
書
館
の
利
用
増
え
な
い

利
用
環
境
の
改
善
を
大
切
に

現市立図書館、周辺は公共施設が

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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問　〇の中には、どんな文字
　（数字)が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、　　年齢、「ギカイのひ　　
　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず
　記入の上、はがきやファクス、電子メールでご応募ください。
　正解者の中から抽選で５名の方に八幡平市共通商品券 1,000円
　分をお贈りします  (当選者の発表は発送をもって代えさせてい

ただきます）。
※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：0195-7４-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■締め切り　令和５年12月８日㈮(当日消印有効)
■前回(№72)の正解　鬼清水（球技場）
　　　　　　　　　　応募者　16人　　　正解者15人

ク イ ズ

今回の議員と語る会
のテーマは「八幡平
市に〇〇・提言した
いこと」に決定した。

八幡平市議会活動レポート

議員全員協議会

　８月21日に議員全員協議会を開催し、（仮称）大更駅前
顔づくり施設の概略について説明があった。年間の利用
者数は５万１千人を見込み、１階はエントランス・共用
ホール（観光案内、物販、カフェなど）、２階は子育て支
援エリア（屋根付き公園、未就学児コーナー、一時預か
り保育など）、３階は図書館（企画展示スペース、閲覧ス
ペースなど）で概算工事費は約19億9,800万円（税込み）を 
見込み、令和7年度の完成・運営開始を予定している。

大更駅前のにぎわいを創出

議員全員協議会の様子

　　　　　

地元雇用の女性が活躍する企業
　㈱田山製甲所は、リーガルコ－ポレーションの製造事
業所の１つである岩手製靴のアッパー(靴の甲部分)製造
供給部門として、昭和４8年２月の創立以来、田山地区で
製造を続けている。責任者は男性だが、従業員22名は地
元田山・安代地区の女性となっている。繊細かつ根気の
いる作業のため、女性が向いており、プライドを持って
丁寧な仕事をしていた。関係者からは、「地元の人材に
恵まれ、精度の高い製品を作ることができているが、従
業員の高齢化で、人材の確保･技術の継承が課題であり、
非常に困っている」とのことである。

産業民生常任委員会 ■期日　令和5年７月６日
■場所　株式会社田山製甲所
■内容　地域に根差したものづくりについて

委員会活動報告

製造工程の説明を受けている様子

議会広聴広報常任委員会

今年は全会場でワークショップ開催
　令和５年度の議員と語る会の場所や日時、テーマ、内
容の検討を行った。各委員からは、前年度や過去に開催
した反省点、問題点などが多く出された。検討の結果、
今回のテーマは「八幡平市に提案・提言したいこと」に
決定した。11月18日㈯は田山コミセン、11月25日㈯は大
更コミセン、田頭コミセン、12月２日㈯は寺田コミセン
でそれぞれ午後２時から４時までの開催を予定している。

参加者が興味を持てるテーマを検討

■期日　令和5年９月2８日
■場所　議事堂委員会室
■内容　「議員と語る会」の開催を検討

次は　12月定例会　（予定) 　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴する
ことができます。傍聴を希望する方は、議会開催日
に市役所３階の議会事務局までお越しください。
　開催時刻は一部を除き午前 10 時から（終了時間は
日によって異なります）です。詳しくは、八幡平市
議会のホームページをご確認ください。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階
のテレビでライブ中継を行っているほか、インター
ネット(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画
配信しています。
令和５年９月定例会の視聴回数は2,015回です。
　　　　６月定例会の視聴回数は1,194回でした。

（令和５年10月26日時点）

期　日 内　容

12月7日㈭ 議案上程 ほか

12月８日㈮ 一般質問

12月９日㈯～10日㈰ 休　　会

12月11日㈪～12日㈫ 一般質問

12月13日㈬ 議案審議

12月1４日㈭ 休　　会

12月15日㈮ 委員長報告 ほか

　　　　　

議会改革の先進地を視察
　栗山町は、平成18年に全国で初めて議会基本条例を制
定した町である。町民を対象とした議会報告会や各種団
体との一般会議を開催し、町民からの提言を確実に実行
するため、徹底した追跡調査を行っている。また一般質
問では、町長からの反問が頻繫に行われるため、議員は
高い知識が求められている。福島町は、平成11年から

「市民のため」を基本理念に議会改革に取り組んでいる。
議会の10日前に議案をもらい、全議員で内容を勉強し議
会に臨んでいる。両町とも議員全員が、議会改革に向け
た意志を共有し、取り組んでいた。

議会運営委員会 ■期日　令和5年７月1８日～20日
■場所　北海道夕張郡栗山町、松前郡福島町
■内容　他市町議会の議会運営について調査

北海道夕張郡栗山町の議場（集合写真）
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保育園紹介

東慈寺保育園
父母の会副会長

花
は な さ き

﨑　恵
け い こ

子さん

東 慈寺保育園は、豊かな自
然に囲まれ、昭和36年の

開園以来、地域に根差し、皆さ
んに見守られる中、子どもたち
の元気な声が響く保育園です。
先生方の優しさや元気が、日々
の保育に生かされています。園
では、さまざまな行事や日常生
活を通じて、優しく思いやりの
ある、笑顔が素敵な子どもたち
がたくさん育っています。

　八幡平市議会のホームページには、は
ちまんたい議会だよりのほか、議会日程

（会期日程、一般質問の通告一覧)や議決
結果、会議録（キーワード検索できます）
などを掲載しています。ご覧ください。

市議会ホームページにアクセスを

令和5年第３回定例会
傍聴者数

延べ94人

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

声声

顔
づ
く
り
施
設
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ー
ス

ト
フ
ー
ド
店
を
誘
致
し
て
ほ
し

い
で
す
。　
（
北
村
・
59
歳
男
性
）

　少子化と人口減少が進む中、子
育て中の私は身をもってその流れ
を感じています。私が住んでいる
田山地区では、児童数・子どもが
いる世帯数ともに減少が著しく、
行事などの運営も保護者が総出で
やっているのが現状です。一体感
があり良い部分もありますが継続
していけるのかという不安も感じ
ています。都市部へ人が流れるこ
とは仕方がないことですが、議会
の皆さまには、今の子どもたちが
大人になった時に「このまちで暮
らしたい、いつか帰ってきたい」
と思えるようなまちづくりを推し
進めていただきたいと願います。

議 会 の ま ど

市
議
会
に

　
　
　
期
待
す
る
こ
と工

く ど う

藤　哲
さとし

  さん

声
の
「
回
覧
板
の
デ
ジ
タ
ル

化
」に
、
思
わ
ず「
本
当
に

そ
れ
」
と
強
く
共
感
し
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
（
高
宮
・
４1
歳
女
性
）

宮
古
市
で
は
、給
食
費
が
無
料

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。子
育

て
支
援
に
手
厚
い
市
は
、
イ
メ
ー

ジ
が
ア
ッ
プ
し
て
い
い
と
思
い
ま

す
。　
（
下
町
三
区
・
４1
歳
女
性
）

ギ
カ
イ
の
ひ
ろ
ば
の
表
紙
を

ず
っ
と
見
て
い
た
い
で
す
。

子
ど
も
っ
て
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
（
向
村
・
77
歳
女
性
）

農
作
業
中
の
方
の
た
め
に
も

防
災
無
線
で
熊
の
出
没
を

放
送
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
（
渋
川
・
3４
歳
女
性
）

請
願
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。

ギ
カ
イ
の
ひ
ろ
ば
は
、事
実

を
隠
さ
ず
に
載
せ
る
、
信
頼
で
き

る
広
報
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
渋
川
開
拓
・
36
歳
女
性
）

大
館
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

実
家
は
連
休
の
み
で
す
。離

れ
て
居
心
地
が
い
い
と
思
い
知
り

ま
し
た
。（
川
原
目
・
21
歳
女
性
）

高
齢
者
が
多
い
の
で
、帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成

が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
（
中
郡
・
53
歳
女
性
）

（苗
な

石
いし

田
た

）


